
韓国での体験

エコ｜えん

しゃんしゃん祭
レポート

●鳥取駅前　風紋広場で踊る　踊る！ ●楽しくなければ祭りじゃない！HEY HEY HEY! ●踊り子もスタッフも最後はゴミ拾い。気持ちいー。
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　私はこの夏、韓国で行われた「環日本海大学生フ

ォーラム２０１４」に参加しました。これは１０年後に

環日本海交流の主役となるであろう大学生を対象

として開催されたイベントです。韓国・日本・中国・

モンゴル・ロシアの５ヵ国から、大学生１７人が交流・

語学プログラムに参加しました。参加前に論文を書

くという課題があり、私は「環日本海共同体国家間

相互の役割」について書きました。

環日本海地域における戦中・戦後の問題や、これか

ら地域交流を通してお互いの発展の道を考えてい

かなければいけないことを学び、私達の参加する

フォーラムもその地域間交流の一つであることを

知り、楽しみだけれども気が引締まる思いがしました。

  ８／２から１１日間、ハングルや韓国文化を勉強し

たり、各地を視察したりしながら、各自が参加前に

書いた論文を国ごとに一つの論文にまとめ上げ、

最終日に論文発表を行いました。

　各国の大学生が一緒に楽しみ、親しくなっていく

ような素敵なプログラムが盛り沢山で、プログラム

以外にもみんなで外にごはん食べに行ったりして、

違う国の人達というより、自分と同じ年代の仲間だ

ということを強く感じました。私はハングルがほと

んどしゃべれなかったので、英語を使い、相手の国

のことを教えてもらったり、言葉を習ったりしました。

外国の文化や言葉に触れるのがすごく新鮮で、友

達から学ぶ文化交流もあるんだなと感動しました。

また、万国共通語としての英語の大切さを再認識

しました。

 外国に友達がいるだけで自分の世界が広がり、そ

の国をとても身近に感じられます。せっかくできた

大切な友達とこれからもインターネットなどを通じ

てずっと連絡を取り合っていきたいと思います。

もっと多くの人がそういうふうに思えるようになれば、

世界はもっと平和で幸せになれるのではないかと

思いました。私がこのフォーラムで体験したことや

学んだことを話すことで、少しでも多くの人が、こ

のような国際交流に興味を持ち、体験してもらえる

ことにつながったら、と思っています。

　　　　　　　　環境政策学科４年　高坂　英美

　初めまして！こんにちは。エコ┃えんです｡私達は、

環境大学と大学のある若葉台地区との「顔の見える、

環境にいい街づくり」を目指し、学生１０名と顧問の

金谷佳一講師とで活動しています。エコ┃えんの『え

ん』には様々な意味があります。人と人とのつなが

りの「縁」、地域の輪を表す関係「円」、そして私た

ちはそんな関係づくりの応「援」をしたいという想

いが込めてあります。エコ┃えんとしての初めての

イベントである「若葉台で星をみよう」には、講師と

して佐治アストロパークの山西正博さんをお呼びし、

星座についてのお話を聞いた後、大学のグラウンド

で星を観察しました。若葉台の住民や環境大生、約

１４０名の参加者の方々は、星を線で結ぶと白鳥や

三角形に見えたりすることに驚いたり、天体望遠鏡

を使っての天体観測に興味津々でした。こういった

活動を通じて、大学と若葉台をもっと身近に、そし

てもっと顔の見える良い関係を築いて行きたいです。

　　　　　　　　環境政策学科３年　山形　妙子

　８月１６日のしゃんしゃん祭に鳥取環境大学連とし

て参加しました。しゃんしゃん祭とは、カラフルな和

紙と鈴で飾られた手作りの傘を用いて、約３，５００名

が一斉に踊る鳥取市最大の祭りです。鳥取環境大

学は、開学当初から毎年参加しており、今年で４年目。

今年は、４学年が揃った８７名の踊り子で例年以上の

活気となり、参加者全員が満足の出来るいいものに

なりました。

　８月３日、初めて踊り子が集結しての初練習。初め

て傘を手にする人、４年間皆勤で傘を持つ姿がしっ

くりくる人など様々ですが、各班の学生リーダーを

中心に、お互い助け合いながらの練習が始まりました。

徐々に学年を越えたコミュニケーションが取れ始め、

その後も毎日、暑さにも負けず、練習で出来た《まめ》

に顔を歪めながらも、息を合わせる練習を積み重ね、

迎えた当日、いつも以上に活気を帯び、曲の所々で

聞こえる鈴の音、踊り子たちのかけ声は、連のチー

ムワークのよさを引き立てていました。

　ところで鳥取環境大学連と言えば、そう！１８名の

ゴミ拾い隊！祭り中、踊り子が脚光を浴びる中、ひた

すらキチンと分別をしながら沿道のゴミを拾い続け

ます。その活動に今年、祭り開催４０回を記念して、しゃ

んしゃん祭振興会より感謝状と記念品を頂きました。

祭り中も街を綺麗にする気持ちを大切に、来年以降

も是非続けていきたいと思います。

　そして、いよいよ祭りも最後の曲「しゃんしゃんしゃ

んぐりら」。アップテンポの創作自由踊りの曲で、私

たちにとっても非常に思い入れの強い曲です。最後

の力を振り絞り、精一杯踊る踊り子たち。その周りで

ゴミを一生懸命拾うゴミ拾い隊。これこそが鳥取環

境大学連なのです。いい祭り・良い思い出になりまし

た。そして、さらにいい祭りにしようと、鳥取環境大

学連は、踊り子もゴミ拾い隊も一緒になって、ゴミを

拾いながら帰りました。この気持ちを忘れず、来年は、

さらにいいものを作っていきたいと思います。今回は、

取れなかった団体賞、来年は是非取りたいです。

　練習の時から協力して頂き、寄付並びに沿道から

温かい拍手を頂きました教職員の皆様をはじめ、た

くさんの方々に支えられていることを強く感じました。

誠にありがとうございました。来年のしゃんしゃん祭

は、是非お近くでご覧ください。

　　　　　　　　鳥取環境大学　学友会会長　

　　　　　　　　環境政策学科２年　岩本　淳一



農 村 塾
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クラブ・サークル活動の紹介

運動や趣味を通じて新しい仲間や先生と楽しく交流しています。
SWANKYSクラブ

　私たちＳＷＡＮＫＹＳ（スワンキーズ）は、現在女子１２名・男子５名の計１７名

で活動中です。活動内容は、“何でも良いので自分でデザイン・素材選びをし、

自分自身の手でアクセサリーを創り上げ、様々なイベントに出展・出品を行う”

こと。デザインする事の楽しさのみならず、デザインしたものを心を込めて作り、

それを大切に使うことを強く意識できる場でありたいと考えています。最近では、

友達へのプレゼントを作らせてとの依頼が多くなり、依頼者と一緒にデザインを

考え、アドバイスをし、最終的に出来る限り本人の手で作ってもらうよう、サポー

ト的な活動も行っています。今後のクラブの方向性としては、自分達が創りたい

ものを作っていくという創部以来のテーマを追求しつつ、興味有る未経験者を

気軽に創作の世界へ導くお手伝いや、体験者を集めワイワイと、世界で一つの

ものを創る場としての『輪』を、どんどん広げていきたいと思っています。

アメリカンフットボール同好会

　私達アメフト同好会 (Hammer Head Sharks) は、現在１３名(内マネー

ジャー２名)で学内のグラウンドを中心に練習に励んでいます。アメフトとい

うスポーツは、１１人対１１人で防具をつけてぶつかり合い、システマティック

な戦術でゴールを目指すスポーツです。創部以来、環境政策学科教授である

岡崎先生と二人三脚で運営を行い、アメフト経験者の方を招いて指導して頂

いたり、鳥大との合同練習、関西の大学への合宿参加などを行いました。そ

の過程で関西アメフト連盟への参加を第一の目標に決め努力してきました。

そして、今年ようやく加盟のチャンスがやってきました。人数の少ない私た

ちは、今年度まず６人制での加盟を目指すことになりますが、このチャンスを

チーム一丸となり、必ずものにしたいと思います。そして、来年度、更なるレ

ベルアップを果たし、公式戦初勝利を早期に達成したいと考えています。

　私たちの団体は、環境政策学科４年生の７人が農

作業支援の活動をしています。この活動は、なぜ農

業はすたれてきているのだろう？どうしたら農業が

盛んになるのだろう？という疑問から、実際に農業

に触れて考えてみようと考えスタートしました。そ

して環境政策学科の中川教授に、法人として稲作を

中心とした農業を展開している、郡家町の（有）田

中農場さんを紹介して頂きました。６０ヘクタール

の広大な土地で、２０回以上稲作全般の補助作業を

行うとともに、農業と環境の結びつきについても学

んでいます。

　学んだことの一つにおからの利用があります。豆

腐屋さんで出たおからは通常捨てられるものですが、

田中農場ではおからを、土に優しい有機肥料の一部

として利用しています。このような考えを取り入れ、

有機栽培を行うことで市場でのブランド化に成功し、

生産性の高い農業に繋げています。この考えは、環

境問題にとても役に立つ考えであると同時に今後

の農業政策の発展において重要なポイントになると

感じました。

　　　　　　　　環境政策学科４年　三杉　敏雄

（チーム名：H.H.Sharks）

吟詠剣詩舞部（個人）
第４９回神心流「吟と舞」全国コンクール（初級剣舞の部、H１６･８･２２）

田村 友紀 ……… 第２位（情報システム学科３年）

高木 泉 ………… 第４位（情報システム学科２年）

和田 麻美 ……… 第６位（環境政策学科１年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上入賞者）

弓 道 部
第１８回名和公顕彰弓道大会（Ｈ１６･４･２９）

（団体戦） ……………… 第３位入賞（２０チーム中）

（個人戦）松田 哲八 …… 第２位（６０人中）（環境政策学科３年）

山部（スキー・スノーボード）（個人）
第３７回中四国九州学生ｽｷｰ選手権大会（Ｈ１６･２･２６）

●女子スノーボードﾞGSの部

山口 貴絵 ……… 優　勝（５名中）（環境政策学科３年）

金森 菜津子 …… 第２位（５名中）（環境デザイン学科４年）

佐藤 靖子 ……… 第３位（５名中）（環境政策学科３年）

第５９回国民体育大会夏季大会
（H１６.９.１０～１４、場所：埼玉県）

成年サッカー競技の部 …濱田 正人（情報システム学科４年）

ボート競技の部 …… 津村 裕也（環境政策学科２年）

第５９回国民体育大会中国ブロック大会
（H１６・８・２０～２２、場所：鳥取県）

成年男子ホッケー競技の部 … 山根 義昭（環境政策学科１年）

成年女子ホッケー競技の部 … 澤田 好江（情報システム学科４年）

成年女子バスケットボール競技の部… 鹿児島 由美（環境政策学科２年）

成年男子サッカー競技の部 … 濱田 正人（情報システム学科４年）

剣道部（個人）
第２２回 鳥取市選手権大会（Ｈ１６･６･２７）

（個人戦）若 佑樹 … 第３位（３０人中）（環境政策学科２年）

ビリヤード同好会（個人）
第６回全山陰ジュニア選手権大会（Ｈ１６･６･６）

（個人戦）山中 大央 … 優 勝（４０名中）（情報システム学科４年）

鳥取県青少年建築アイデアコンテスト

【優秀賞】テーマ：「鳥取駅南アーケート 」゙

鉄尾　祐（環境デザイン学科４年）

男子バレーボールクラブ（団体）
第６０回中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会　チャレンジリーグ（Ｈ１６・９・１８～１９）

準優勝（１０月末に２部リーグ５位と入れ替え戦）
（中国大学バレーボールリーグ加盟の３～５部全１７大学によるリーグ戦）

表　彰 国　体　《鳥取県代表として出場》

主なクラブ活動成績

平成１６年度課外活動等成績（学年は当時のもの）


